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石岡第一病院の皆様、はじめまして。
10月から小児科で勤務している高橋聡子と
申します。医師として働きはじめて四年目にな
ります。

私は、もともとは各科の一般的な疾患を総合
的に診る総合診療内科として研修させて頂い
ておりました。10月からこの病院で病院スタッ
フの皆様に助けられながら過ごしております。
毎日多くの子供達と接していくなかで、具合
が悪かった子が笑顔で帰っていく姿に元気をも
らっています。
不慣れなことも多々ありますが、石岡の子供
達が出来るだけ病院に通院せずに、健やかな
日々を過ごすためのお手伝いができたらと思
います。
よろしくお願いいたします。

髙橋聡子

こんにちは、10月からこちらの小児科で
勤務しております、大貫結華と申します。
生まれこそ違うものの、かすみがうら市で
育ち、取手、つくば、水戸、と気付いたらずっ
と茨城県にいます。今後も地元で少しでも
みなさんのお役に立てたらと思っています。

こちらでは、小児科の一般外来、乳児健診、
予防接種でお目にかかることがあると思い
ます。こどもたちは、まだ日の浅い私にもわ
かるくらい驚く程のスピードで成長していて、
日々診療しながらも、同時にいろいろなこと
を学ばせていただいています。
そんな限りのない可能性を持ったこどもた
ちとそのご両親、ご家族が、安心して帰れる
よう、頑張っていきたいと思っております。
よろしくお願いいたします。

大貫結華１ ー 元genki気



８月２９日に夜間災害訓練を行いました。

2 ー 元genki気

台風が過ぎ去り、炎天下と
なった７月１２日。
那珂運動公園にて病院対抗
の野球試合が行われました。
対戦相手は村立東海病院！
同じ地域医療振興協会が運営
する病院です。

序盤は村立東海病院に先取点を奪われ、0対2と出遅れます。高校時代に甲子園
を経験したという強力な投手陣を打ち崩せず、守りでも小さなエラーが目立ちま
した。試合中盤、我らが石岡第一病院は温存していた戦力を投下します。
すると眠っていた打線が爆発し、一気に大量得点。逆転に成功します。
しかし、最終的には村立東海病院が９対８で試合をひっくり返し、惜しくも敗れ
ました。悔し涙を流した我々は、リベンジを誓い、球場を後にしました・・・。
その後はお互いの健闘をたたえ、懇親会を催しました。伝統の一戦として、今後も開催される
とか。

布の担架（使い捨て可能）を実験的に使用しました。
軽量で持ち運びしやすいため、有効活用できるよう試行錯誤
しています。

夜間に発生する地震を想定しているため参加人員が限られ
ていましたが、参加者はみな集中して取り組み、スムーズに対
応することができました。
この経験を活かし、災害に備えてまいります。


